
第６章 整備・運営管理手法の選定 

 

６-１. 整備手法の選定 

************************************************************************************** 

 事業手法の選定にあたっては、国マニュアルにおいて以下のとおり示されている。 

 

（１） 『第５章 処理区の設定』で設定した処理区毎に、どの汚水処理施設整備事業を適用すべ

きかについて検討し、整備・運営管理手法を選定する。 

（２） 既計画等で事業手法が明らかな処理区については、それを採用する。 

（３） （２）以外の処理区については、各事業の採択基準のほか、汚泥処理に関する基本的方針

及び維持管理の集約化の方針を勘案した上で、適用可能な事業及び最適な事業を選定する。 

 

 本検討においては、前章の処理区の選定において既計画を踏襲することとしたため、上記の（２）

に該当し、以下の事業手法となる。 

 

【高根沢町の各処理区の事業手法】 

 ・単独公共下水道事業（宝積寺処理区、仁井田処理区） 

 ・農業集落排水事業（東部地区） 

 ・小規模集合排水処理施設整備事業（大用地地区） 

 ・個別排水処理施設整備事業（砂部工業団地、芳賀・高根沢工業団地） 

 ・浄化槽（個人設置） 

 

 なお、各種汚水処理事業を参考として下記に示すと共に、事業選定表及び各汚水処理施設の概

要を次頁以降に示す。 

 

【国マニュアルに示されている汚水処理施設整備事業】 

① 公共下水道事業（単独、流域関連別） 

② 特定環境保全公共下水道事業（単独・流域関連別） 

③ 農業集落排水事業 

④ 漁業集落排水事業 

⑤ 林業集落排水事業 

⑥ 簡易排水施設整備事業 

⑦ 小規模集合排水処理施設整備事業 

⑧ コミュニティ・プラント 

⑨ 浄化槽市町村整備推進事業 

⑩ 個別排水処理施設整備事業 

⑪ 浄化槽（個人設置） 

 

 

 



 

出典：「持続可能な汚水処理システム構築に向けた都道府県構想策定マニュアル」 

平成 26.1 国土交通省、農林水産省、環境省 

図 6-1-1 適用可能事業選定表 

 

 

  



表 6-1-1（1） 汚水処理施設の比較（事業概要） 

 

出典：「持続可能な汚水処理システム構築に向けた都道府県構想策定マニュアル」 

平成 26.1 国土交通省、農林水産省、環境省 

 

 



表 6-1-1（2） 汚水処理施設の比較（事業概要） 

 

出典：「持続可能な汚水処理システム構築に向けた都道府県構想策定マニュアル」 

平成 26.1 国土交通省、農林水産省、環境省 

 

  



６-２. 事業間連携の検討 

************************************************************************************** 

 効率的な汚水処理施設の整備・管理にあたっては、各施設の整備進捗や維持管理状況等を踏ま

え、汚水処理施設の事業間連携を検討する。 

 前回構想において、処理施設がひっ迫している農業集落排水区域の一部を施設に余裕のある公

共下水道（仁井田処理区）に統合する検討を行っている（表 6-2-1、図 6-2-1 参照）。検討の結果

は、経済定期に有利であるものの、今後の東部地区の人口減少やそれに伴う遊休施設の増大が懸

念されるため、処理施設のひっ迫の解消のための投資効果としては希薄化するものと想定される。 

 よって、本計画においても今後の東部地区及び仁井田処理区の流入水量の減少や不明水対策等

を踏まえて処理施設の統廃合を今後調整していく必要がある。 

 

 

 

  



表 6-2-1 農業集落排水（東部地区）と公共下水道（仁井田処理区）の編入検討 

 

出典：H27 高根沢町汚水適正処理構想 

 

  



 

出典：H27 高根沢町汚水適正処理構想 

図 6-2-1 東部地区及び仁井田処理区の接続検討位置図 

 

 


